

　　　　　　　　　　　　　　　
　 
　 
　 
　 
　 
　　　　　　　　　　　　　　　
　 



　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　


　

11
月
８
日（
日
）６
丁
目
団

地
の
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
雨
天
の
中
６
団

約
３
０
０
名
、
中
央
町
会
約

１
２
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
民
間
の
マ
ン
シ
ョ
ン

と
は
違
い
、
６
丁
目
団
地
の

敷
地
内
が
江
東
区
の「
避
難

場
所
」に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
災
害
時
に
は
近
隣
の
町

会
の
皆
さ
ん
の
避
難
場
所
と

し
て
公
共
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、今
回
は
、近
隣

の
中
央
町
会
の
皆
さ
ん
と
合

同
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　
雨
天
の
た
め
、
３
号
棟
集

会
所
を
中
心
に
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
城
東
消
防
署
大
島

出
張
所
を
始
め
と
す
る
各
種

関
係
団
体
の
協
力
の
上
、
無

事
終
了
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
会
に
防
災
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

★
自
治
会
の
起
源
は
地
域
ご

と
に
異
な
り
ま
す
が
、
１
９

４
０
年
に
は
国
が
戦
争
遂
行

の
た
め
の
末
端
組
織
と
し
て

整
備
し
ま
し
た
。
１
９
４
７

年
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
解
散
命
令
を
出

し
ま
し
た
が
、
１
９
５
２
年

に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和

条
約
が
発
令
す
る
と
、
各
地

で
再
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

★
総
務
省
に
よ
る
と
、
団
体

数
は
全
国
で
約
30
万
に
の
ぼ

り
ま
す
。
自
治
会
、
町
会
の

課
題
と
し
て
、
会
員
の
高
齢

化
、
役
員
の
な
り
手
不
足
を

挙
げ
る
人
が
多
く
、
老
い
て

い
く
組
織
の
危
機
感
が
う
か

が
え
ま
す
。
自
治
会
は
最
小

の
住
民
自
治
組
織
で
あ
り
、

近
隣
の
生
活
に
密
着
し
た
活

動
組
織
で
す
。
人
が
人
と
し

て
生
き
て
い
く
た
め
に
は
人
と

の
関
わ
り
が
重
要
で
、
自
ら

地
域
を
治
め
る
と
い
う「
自

治
」の
根
幹
が
あ
る
か
ら
で
す
。

民
主
主
義
の
基
本
は
自
治
で

す
。
行
政
に
頼
ら
ず
出
来
る

部
分
は
自
助
努
力
し
、
地
域

社
会
の
交
流
行
事（
夏
祭
り
、

敬
老
会
、
防
災
訓
練
、
も
ち

つ
き
大
会
な
ど
）を
通
じ
て
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
強
化
を
図
り
ま
す
。

★
災
害
等
が
発
生
し
た
時
の

対
応
で
、
基
本
は
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る「
自
助
」。
高

齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
は

周
り
の
人
が
助
け
る「
共
助
」。

そ
の
上
で
国
や
行
政
の「
公

助
」。
国
や
行
政
も
す
ぐ
に

は
対
応
が
難
し
い
。
大
切
な

の
は
、
日
本
の
良
き
生
活
習

慣
の「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」で

あ
り
、
家
庭
、
自
治
、
町
内

地
域
と
エ
リ
ア
拡
大
す
る
中

に
人
的
つ
な
が
り
や
生
活
空

間
が
あ
り
、
ひ
い
て
は
地
域

の
歴
史
文
化
継
承
な
ど
、
そ

の
役
割
は
大
き
い
。　
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一人がみんなのために、みんなが一人のために

や
ま
び
こ

自治会事務所：13時～17時（金・日・祝日休）

日時：12月13日（日）午前10時30分より
場所：中央広場

日時：12月23日（水）午後2時より
場所：3号棟集会所

クリスマス会 もちつき大会もちつき大会もちつき大会
※会員証とおもちの入れ物を
持ってきてください。（つきた
てのおもちを無料配布します）

★幼児・小学生のみなさん、
あそびにきてください。

消防団の放水デモンストレーション

中央町会の皆さんが訓練に合流仮設トイレの組み立て城東消防署大島出張所長の講話支給品の配給・整列訓練

三角巾応急措置訓練 心肺蘇生AED訓練

消火器の初期消火訓練

雨の中、号棟毎に整列した参加者の皆さん

ベランダ境界壁破壊避難訓練

　

今
年
は
、
敬
老
の
つ
ど
い
に
か
え
て
、
70
歳

以
上
の
方
に
、
敬
老
の
お
祝
い
品
（
洋
菓
子
）

を
６
９
０
人
の
方
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
80
歳
に
な
ら
れ
た
34
人
の
方
に
は
、

花
の
引
換
券
を
お
渡
し
し
、
大
変
感
謝
さ
れ
ま

し
た
。

敬
老
の
お
祝
い
品
配
布

敬
老
の
お
祝
い
品
配
布

　URは、家賃改定の3年ルールを2年に一度の見直
しに変更して、利便性のよい団地では、家賃の値上げ
で収益の拡大をはかろうという姿勢です。高齢者世
帯の家賃値上げの特別措置も、基準月収を下げよう
としています。
　全国では、団地の売却や統廃合なども計画されて
います。私たちは、全国自治協の仲間と力を合わせて、
国土交通省とUR本社に対する、要望書の署名活動
に取り組みます。ご協力をよろしくお願いします。

団地に住みつづけるために
全国の仲間と署名・カンパ運動に
取り組みます!

雨のろくだん雨のろくだん
総合防災訓練総合防災訓練総合防災訓練
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９
月
に
東
京
都
が
全
戸
に
配
布
し
た『
東
京
防
災
』。黄
色

の
表
紙
で
、
３
３
８
頁
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。『
東
京
防

災
』を
読
ん
で
、
６
丁
目
団
地
の
災
害
協
力
隊
の
３
人
の
方

と
話
し
合
い
ま
し
た
。
出
席
者
：
齊
藤
康
則
＝
副
会
長
、

小
松
一
二
＝
防
犯
・
防
災
部
長
、
辻
俊
子
＝
５
号
棟
居
住

者
、
羽
田
野
修
一
＝
広
報
部
長
。
（
10
月
18
日
収
録
）

自
宅
待
機
、
在
宅
避
難
が
お
す
す
め

Ａ
：『
東
京
防
災
』を
読
ん
で
、「
在
宅
避
難
」（
54
頁
）と
、「
日

常
備
蓄
」（
84
頁
〜
）と
い
う
こ
と
を
改
め
て
意
識
し
ま
し
た
。

Ｂ
：
Ｕ
Ｒ
は
、
地
震
で
建
物
が
つ
ぶ
れ
る
こ
と
は
な
い
の

で
、「
在
宅
避
難
」を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

Ｃ
：
あ
わ
て
て
外
に
出
る
と
落
下
物
で
怪
我
を
し
た
り
、

転
ん
だ
り
し
ま
す
か
ら
ね
。

Ａ
：
３
・
11
の
と
き
、
娘
た
ち
は
、
家
の
中
に
い
る
と
不

安
で
、
中
央
広
場
に
出
ま
し
た
。
余
震
が
落
ち
着
い
て
家

に
帰
っ
た
の
で
す
が…

。
私
は
、
会
社
に
い
て
、
外
に
は

出
な
か
っ
た
で
す
。

Ｃ
：
エ
レ
ベ
ー
タ
が
止
ま
る
の
で
、
高
齢
者
の
人
や
車
椅

子
の
人
は
、
外
に
出
よ
う
と
思
っ
て
も
出
ら
れ
な
か
っ
た

…
…

。

Ｄ
：
自
宅
待
機
の
ほ
う
が
安
全
だ
と
、
Ｕ
Ｒ
は
言
っ
て
い

ま
す
ね
。
各
号
棟
の
耐
震
診
断
と
補
強
も
し
て
い
ま
す
の

で
、
建
物
は
大
丈
夫
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｃ
：
廊
下
な
ど
で
、
隣
近
所
の
方
と
顔
を
見
せ
て
お
れ
ば
、

安
心
で
き
る
で
し
ょ
う
ね
。

　

で
も
、
そ
の
前
に
部
屋
の
中
の
安
全
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

が
大
事
で
す
ね
。

Ｂ
：
机
の
下
や
二
段
ベ
ッ
ド
な
ど
が
、
身
の
安
全
を
守
る

の
に
役
立
っ
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
身
の
安
全
が
第

一
、
次
に
火
元
の
始
末
と
、
ド
ア
を
開
け
て
逃
げ
口
の
確

保
が
大
事
で
す
。

Ａ
：『
東
京
防
災
』に
も
、
家
具
の
転
倒
防
止
と
か
、
室
内
の

備
え（
94
頁
〜
）が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

日
常
備
蓄
と
い
う
こ
と

Ｃ
：
在
宅
避
難
の
場
合
、
飲
料
水
は
な
ん
と
か
な
る
と
し

て
、
生
活
用
水
が
大
事
で
す
。
だ
か
ら
、
お
風
呂
場
の
水

は
流
さ
な
い
で
と
っ
て
お
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

と
ベ
ラ
ン
ダ
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入
れ
て
置
い
て

い
ま
す
。

Ｄ
：
５
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入
れ
て
お
い

て
い
ま
す
。
猿
江
公
園
と
小
松
川
公
園
に
貯
水
タ
ン
ク
が

あ
る
そ
う
で
す
が
、
大
災
害
の
と
き
に
は
、
給
水
車
は
す

ぐ
に
は
来
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

Ｂ
：
自
治
会
で
と
っ
た
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
を
み
る
と
、
皆

さ
ん
、
保
存
水
な
ど
の
備
蓄
を
結
構
や
っ
て
い
ま
す
。
や

は
り
自
分
で
備
え
が
な
い
と
、
他
力
依
存
で
、
な
ん
と
か

な
る
と
思
っ
て
い
る
と
大
変
で
す
ね
。

Ｄ
：
意
外
に
大
事
な
の
が
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
サ

ラ
ン
ラ
ッ
プ
、
ポ
リ
袋
な
ど
で
す
。
少
し
、
多
め
に
買
っ
て

お
け
ば
、
そ
れ
が「
日
常
備
蓄
」と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

Ａ
：『
東
京
防
災
』を
読
ん
で
、
そ
う
だ
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
と
ボ

ン
ベ
の
備
え
が
あ
れ
ば
、
電
気
や
ガ
ス
が
止
ま
っ
て
も
、

何
日
か
持
ち
こ
た
え
る
な
ぁ
、
と
気
づ
き
ま
し
た
。

Ｂ
：
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
で
み
る
と
、
缶
詰
や
即
席
麺
な
ど

も
、
そ
の
つ
も
り
で
買
い
置
き
し
て
お
く
と
、
非
常
食
と

な
り
ま
す
。

Ｄ
：
簡
易
ト
イ
レ
の
作
り
方
も
載
っ
て
い
ま
す（
２
０
１
頁
）。

ポ
リ
袋
と
新
聞
紙
で
つ
く
る
の
で
す
が
、「
凝
固
剤
」は
用
意

し
て
お
く
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
：（
ト
イ
レ
）「
断
水
時
に
は
水
を
流
す
」と
い
う
話
が
書
い

て
い
ま
す
が（
２
０
０
頁
）、
団
地
の
場
合
、
地
震
で
排
水
管

が
壊
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、そ
れ
は
出
来
な
い
で
す
ね
。

Ｄ
：
乾
電
池
の
大
き
さ
を
変
え
る（
２
０
７
頁
）と
か
、
簡
易

コ
ン
ロ
の
作
り
方（
２
１
０
頁
）な
ど
も
載
っ
て
い
ま
す
ね
。

Ｃ
：
私
が
東
日
本
大
震
災
で
、
友
人
に
送
っ
て
喜
ば
れ
た

の
は
、
大
判
の
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
電
池
で
し
た
ね
。

避
難
場
所
、
避
難
所
の
こ
と

Ａ
：『
東
京
防
災
』に
は「
防
災
マ
ッ
プ
」が
つ
い
て
い
ま
す
。

Ｄ
：
６
丁
目
団
地
は「
広
域
避
難
場
所
」と
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
亀
戸
６
丁
目
、
大
島
３
〜
６
丁
目
、
北
砂
３
〜
７
丁

目
の
地
域
の
方
々
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

Ｂ
：
や
は
り
６
団
で
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
避
難
し

て
こ
ら
れ
た
方
々
の
対
応
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
名
簿
を

つ
く
っ
た
り
、
避
難
所
の
案
内
を
し
た
り
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

Ｄ
：
避
難
場
所
で
の
対
応
も
、
災
害
協
力
隊
と
し
て
も
訓
練

が
必
要
で
す
ね
。

Ｃ
：
避
難
所
に
い
か
な
い
と
、
支
援
物
資
な
ど
を
受
け
ら
れ

な
い
と
い
う
心
配
が
あ
り
ま
す
が…

。

Ｂ
：
６
丁
目
団
地
の
居
住
者
は
、
二
大
中
が
避
難
所
で
す
が
、

在
宅
避
難
者
な
ど
は
、
６
丁
目
団
地
で
対
応
す
る
よ
う
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

Ａ
：『
東
京
防
災
』に
は
、
避
難
所
で
の
運
営
や
さ
ま
ざ
ま
な

知
恵
が
書
か
れ
て
い
ま
す（
56
頁
〜
）。ペ
ッ
ト
の
こ
と
と
か…

。

Ｃ
：
避
難
所
に
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
来
る
方
も
い
ま
す
。
そ
の

場
合
、
ペ
ッ
ト
を
同
じ
部
屋
に
い
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

外
で
別
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
対
応
が

必
要
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
も
、
皆
さ
ん
が
理
解
し
て
お
け

ば
、
避
難
所
の
運
営
も
う
ま
く
い
く
と
思
い
ま
す
。

Ｂ
：
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
障
害
者
な
ど
へ
の
配
慮
も
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に「
福
祉
避
難
所
」と
し
て
、
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー（
大
島
７
丁
目
）が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

人
数
は
か
ぎ
ら
れ
ま
す
ね
。

防
災
訓
練
で
体
験
を

Ｂ
：
防
災
で
は
救
急
救
命
活
動
が
大
事
で
す
。『
東
京
防
災
』

に
は
、「
も
し
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
１
７
５
頁
〜
）が
載
っ
て
い
ま

す
。
読
ん
で
理
解
す
る
の
は
大
事
で
す
が
、
実
践
し
て
い
な

い
と
い
ざ
と
い
う
時
に
生
か
せ
な
い
で
し
ょ
う
。
団
地
の
防

災
訓
練
に
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

Ｃ
：
止
血
の
や
り
方
で
は
、
防
災
訓
練
で
、
江
東
病
院
の
先

生
に
、「
傷
口
を
押
さ
え
て
、
肩
よ
り
上
に
上
げ
る
」こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
止
血
の
や
り
方
も
昔
に
教
わ
っ

た
こ
と
と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

Ｄ
：
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
も
、
ぜ
ひ
防
災
訓
練
で
体
験
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。「
５
ミ
ニ
ッ
ツ
」と
い
わ
れ
ま
す
が
、
５
分
以

内
に
で
き
れ
ば
、
生
存
率
が
高
ま
り
ま
す
。

Ｂ
：
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
も
っ
て
く
る
ま
で
の
時
間
は
、
心
肺
蘇
生

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

Ｄ
：
夜
間
で
も
使
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
団
地
の
３
号
棟
集
会

所
前
、
江
東
病
院
の
受
付
横
、
交
番
の
三
つ
で
す
ね
。

Ｃ
：
防
災
訓
練
で
炊
き
出
し
を
し
ま
す
が
、
声
を
か
け
る

と
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
居
住
者
に
も
運
営
に
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｂ
：
訓
練
で
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
避
難
を
し
た
際
に

は
、
団
地
内
の
見
回
り
や
警
護
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
仕

事
に
な
り
ま
す
。

津
波
や
河
川
の
氾
濫
も

Ｃ
：
集
中
豪
雨
や
大
雨
な
ど
の
災
害
へ
の
対
応
も
載
っ
て

い
ま
す（
１
４
３
頁
〜
）が
、
鬼
怒
川
の
氾
濫
な
ど
を
み
ま
す

と
、
江
東
区
は
大
丈
夫
か
な
と
心
配
に
な
り
ま
す
ね
。
荒

川
や
中
川
の
堤
防
が
決
壊
し
た
ら
、
大
島
も
水
浸
し
に
な

る
で
し
ょ
う
。

Ｄ
：
こ
の
あ
た
り
は
、
海
抜
マ
イ
ナ
ス
２
ｍ
で
す
か
ら
、

仮
に
、
７
ｍ
の
津
波
が
く
る
と
、
あ
わ
せ
て
９
ｍ
の
高
さ

に
な
る
わ
け
で
す
。
団
地
で
い
え
ば
３
階
ま
で
が
水
に
浸

か
る
の
で
、
４
階
以
上
に
避
難
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｂ
：
津
波
の
と
き
は
、
地
域
の
住
民
が
団
地
の
４
階
以
上

に
避
難
す
る
協
定
を
、
江
東
区
と
Ｕ
Ｒ
と
自
治
会
と
三
者

で
結
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
際
に
、
ト
イ
レ
は
ど
う
す
る
か

と
か
、
こ
れ
か
ら
具
体
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｄ
：『
東
京
防
災
』が
配
布
さ
れ
た
こ
の
機
会
に
、
６
丁
目
団

地
の
防
災
対
策
も
強
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｂ
：
居
住
者
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
を
高
め
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

高めよう、防災意識と備え高めよう、防災意識と備え
『東京防災』を読んで 　6丁目団地災害協力隊座談会『東京防災』を読んで 　6丁目団地災害協力隊座談会

 左から、小松さん、辻さん、齊藤さん

　本年８月に、防災対策や発災時に援護が必要な団地
居住者を把握するためにアンケート調査を実施しまし
た。主な集計結果を報告します。
　今回は、前回の調査から５年を経過し、江東区に提
出する「防災計画」の改訂に合わせ実施しました。
　調査票の回収数は、前回より低かったですが、協力
を戴いた居住者の防災に対する関心の高さが判る結果
となりました。
　調査結果のうち、非常時の備蓄状況及び援護の必要
な世帯の実態をみると、表の示す内容でした。保存水
が82％をこえるなど、高い水準といえます。
　また、発災時に援護を求める世帯は、総数153件で
前回より30名以上の増加がみられました。この結果は、
江東区に提出する「新版防災計画」の防災カルテに反
映します。
　この調査を通して、居住者の防災に係る自助対策及
び非常時の備蓄、避難時に必要な行動準備の再確認の
きっかけになるよう期待します。

防災アンケート調査の結果

項目   ／   号棟 1 2 3 4 5 6南 6北 7 　　合計
アンケート数 20 35 31 26 59 49 36 26 282（100％）
　　保存水 16 26 27 21 47 43 30 23 232（82％）
　　備蓄米 7 15 12 13 35 15 17 11 124（44％）
　　常備即席麺 3 20 14 15 31 26 19 13 141（50％）
　　食料缶詰類 10 21 21 17 40 28 20 19 176（62.4％）
　　簡易トイレ・凝固剤 6 10 7 9 21 13 12 11   89（31.6％）
　　非常用持出品 10 12 8 10 32 23 21 14 130（46.1％）
災害時要援護者数 8 28 20 15 32 17 22 11 153

防災アンケート主な調査結果（平成27年度）

非
常
用
品
の
備
蓄
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「
家
賃
改
定
ル
ー
ル
見
直
し
」意
見
募
集
に
つ
い
て

　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
（
以
下
、
Ｕ
Ｒ
）
は
、
国
土
交
通
大
臣
の

指
示
に
伴
い
、
７
月
１
日
〜
31
日
に
居
住
者
等
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
し
た
。
意
見
総
数
は
全
国
で
５
６
８
６
件
、
概
要

は
、
家
賃
改
定
が
２
７
０
７
件
、
家
賃
水
準
が
４
０
４
３
件

そ
の
他
が
１
６
０
５
件
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
東
京
23
区
が
24

団
地
２
２
７
１
件
、
全
国
で
、
１
６
０
団
地
５
６
８
６
件
で

し
た
。
東
京
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

全
国
の
意
見
の
詳
細
を
分
析
す
る
と
！

　
〔
家
賃
改
定
に
つ
い
て
〕
は
「
値
上
げ
拡
大
、
周
期
短
縮
化

反
対
が
31
・
０
％
」「
支
払
能
力
に
応
じ
た
家
賃
に
す
べ
き
が

26
・
３
％
」
「
特
別
措
置
を
継
続
10
・
６
％
」「
低
所
得
者
の

減
額
10
・
９
％
」
で
し
た
。〔
家
賃
水
準
に
つ
い
て
〕
は「
年

金
収
入
で
生
活
が
苦
し
い
が
78
・
２
％
」「
設
備
が
古
い
の
に

家
賃
が
高
い
14
・
７
％
」
〔
Ｕ
Ｒ
経
営
に
つ
い
て
〕
は「
空
家

解
消
の
努
力
す
べ
き
70
・
６
％
」「
家
賃
決
定
の
情
報
公
開

18
・
１
％
」
と
の
結
果
で
家
賃
問
題
に
多
く
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
何
故
こ
の
様
に
家
賃
の
問
題
に
意
見
が
集

中
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
理
由
は
、
国
土
交
通
省
・
Ｕ
Ｒ
の

目
的
に
「
賃
貸
住
宅
の
収
益
の
最
大
化
」
に
原
因
が
あ
り
ま

す
。

「
家
賃
改
定
ル
ー
ル
見
直
し
」と
は…

　
「
家
賃
改
定
ル
ー
ル
の
見
直
し
」
は
募
集
家
賃
の
自
由
化
で

　
改
修
工
事
を
実
施
す
る
の
は
、
平
成
21
年
９
月
に
建
築
基
準

法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
、
住
民
の
安
心
・
安
全
を
さ
ら
に
向
上

さ
せ
る
た
め
に
、
戸
開
走
行
保
護
装
置
等
の
設
置
、
安
全
対
策

の
強
化
等
を
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
工
事
日
程

10
月
〜
11
月　
２
号
棟
・
３
号
棟　
10
月
〜
12
月　
５
号
棟

11
月
〜
12
月　
１
号
棟　
　
　
　
　
11
月
〜
12
月　
６
号
棟
南

１
月
〜
２
月　
６
号
棟
北　
　
　
　
１
月
中　
　
　
７
号
棟

※

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
２
台
と
も
停
止
し
て
い
る
期
間

　
（
時
間
帯
）
の
対
応
に
つ
い
て

　
手
荷
物
の
運
搬
に
は
荷
物
補
助
員
を
チ
ラ
シ
に
書
か
れ
て
い

る
日
時
で
１
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
配
置
、
体
が
不
自
由

な
方
や
車
椅
子
利
用
の
方
等
に
は
、
電
動
階
段
昇
降
機
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
日
時
ま
で
に
希
望
の
方
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
う
し
て
も
必
要
な
場
合
が
起
こ
っ
た
時
は
連
絡
す
る
と
対
応

し
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
で
す
。

三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　
副
現
場
代
理
人　
羽
角
誠

　
　
　
　
　
０
８
０
（
８
０
２
４
）
９
８
６
６

　
会
社
番
号　
０
３
（
３
６
３
３
）
１
６
２
８

　
　
　
　
　
（
日
・
祝
祭
日
を
除
く
９
時
〜
17
時
ま
で
）

　

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
な
か
っ

た
塗
装
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

工
事
日
程
は
10
月
上
旬
〜

12
月
中
旬
ま
で
で
す
。

　

今
回
決
定
し
た
の
は
６
号

棟
で
す
。

　

共
用
部
の
塗
装
か
ら
始
ま

り
、
各
家
庭
の
工
事
の
際
に

は
チ
ラ
シ
が
入
り
ま
す
。

　

塗
装
が
乾
く
の
に
２
〜
３

時
間
か
か
り
ま
す
。
乾
か
な

い
う
ち
に
ド
ア
を
閉
め
る
と

開
か
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。

※

今
回
は
６
号
棟
の
み
で
し

た
が
、
他
の
号
棟
の
日
程
は

今
年
度
中
に
は
決
定
す
る
予

定
で
す
。

　
家
族
の
中
で
も
「
ほ
め
言

葉
」
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
前
回
は
、
思
い
や
り
の「
こ

そ
」を
使
う
事
を
お
す
す
め

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
家
族

の
中
で
も
惜
し
み
な
く
ほ
め

言
葉
を
使
う
こ
と
を
提
案
し

ま
す
。

　
親
の
良
い
と
こ
ろ
、
子
ど

も
の
良
い
と
こ
ろ
を
言
葉
に

出
し
て
、
ほ
め
て
あ
げ
た
い

の
で
す
。

　
例
え
ば
「
お
母
さ
ん
の
料

理
は
工
夫
が
あ
っ
て
お
い
し

い
ね
」
と
言
わ
れ
れ
ば
、
お

母
さ
ん
は
更
に
料
理
に
磨
き

を
か
け
、
笑
顔
さ
え
出
て
き

ま
す
。

「
お
父
さ
ん
は
器
用
だ
か
ら

家
の
中
の
修
理
や
整
理
が
キ

チ
ン
と
出
来
て
い
て
大
変
助

か
る
わ
」
と
言
わ
れ
れ
ば
、

親
父
の
面
子
も
た
ち
更
に
努

力
し
ま
す
よ
。

　
子
ど
も
に
も
「
一
郎
は
優

し
い
し
力
が
あ
っ
て
、
家
の

手
伝
い
を
よ
く
し
て
く
れ
る

か
ら
有
り
難
い
わ
」と
言
わ
れ

れ
ば
、
子
ど
も
心
に
自
分
も

家
族
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を

さ
の
さ
ん
の

　
「
こ
と
ば
」の
サ
ロ
ン
⑬

「
よ
い
人
間
関
係
を
つ
く
る
話
し
方
」そ
の
⑤
強
く
自
覚
す
る
で
し
ょ
う
。

　

ほ
め
言
葉
を
使
う
事
に

よ
っ
て
、
家
庭
内
に
温
か
い

雰
囲
気
が
漂
っ
て
き
ま
す
。

　

家
の
中
で
ほ
め
言
葉
を

使
え
る
人
は
、
今
度
は
外

の
人
に
も
自
然
に
ほ
め
言

葉
を
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。「
ろ
く
だ
ん
」の
中
に

お
い
て
も
、
他
人
の
良
い
と

こ
ろ
は
惜
し
み
な
く
ほ
め

言
葉
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
に
は
、
笑
い
と
親
し
み

の
輪
が
広
が
っ
て
く
る
事

で
し
ょ
う
。

　

ほ
め
言
葉
は
お
世
辞
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
工
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す

玄
関
ド
ア
・

排
水
管
・

ベ
ラ
ン
ダ
隔
て
板

の
枠
等
の

塗
装
工
事
が

行
わ
れ
ま
す

玄
関
ド
ア
・

排
水
管
・

ベ
ラ
ン
ダ
隔
て
板

の
枠
等
の

塗
装
工
事
が

行
わ
れ
ま
す

新
入
居
の
家
賃
を
下
げ
空
家
解
消
。継
続
家
賃
の
大
幅
値
上
げ
、

家
賃
特
別
措
置
の
縮
小
で
収
益
の
最
大
化
を
計
る
目
的
で
す
。

　
「
継
続
家
賃
は
市
場
家
賃
と
の
開
き
が
あ
る
」
と
言
っ
て
い

ま
す
が
、
室
内
設
備
は
老
朽
化
し
て
い
て
、
新
入
居
家
賃
よ

り
割
高
で
す
。
現
在
、
募
集
家
賃
は
市
場
家
賃
を
上
回
っ
て

い
て
空
家
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
継
続
家
賃
を
新

入
居
家
賃
レ
ベ
ル
ま
で
値
上
げ
を
し
て
収
益
を
拡
大
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｕ
Ｒ
は
空
家
解
消
の
た
め
に
各
種
施
策
に
伴
い
、

空
家
募
集
家
賃
が
継
続
家
賃
を
下
回
る
逆
転
現
象
の
状
況
も

お
き
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
前
回
値
上
げ
で
は
５
・
６
万
戸
値
上
げ
し
年

間
６
億
円
の
増
収
。
空
家
は
11
％
で
７
５
０
億
円
の
損
失
の

状
況
で
す
。

そ
も
そ
も「
近
傍
同
種
家
賃
と
は
？
」……

　
Ｕ
Ｒ
が
依
頼
し
た
「
日
本
不
動
産
研
究
所
」
の
鑑
定
評
価

は
「
不
動
産
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
評
価
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
「
不
動
産
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法

律
」
で
は
不
当
な
鑑
定
に
対
す
る
罰
則
、
異
議
申
し
立
て
を

規
定
し
「
評
価
基
準
」
の
作
業
、
算
出
方
法
を
詳
細
か
つ
厳

格
に
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
方
法
な
ら
あ
る
程
度
一
定
の
基

準
に
な
り
ま
す
が
、
Ｕ
Ｒ
は
東
京
都
の
質
問
に
は
「
査
定
主

体
に
よ
り
差
異
が
あ
る
の
が
当
然
」
と
強
弁
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
Ｕ
Ｒ
の
有
利
な
査
定
を
す
る
業
者
が
査
定
し
た
家

賃
を
「
鑑
定
家
賃
」
と
言
っ
て
誤
魔
化
し
、
公
正
さ
を
欠
く

家
賃
で
あ
る
事
を
Ｕ
Ｒ
自
身
も
認
め
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
の
家
賃
算
定
方
法
は
企
業
機
密
で
す
。

　
Ｕ
Ｒ
ト
ッ
プ
は
、
継
続
家
賃
査
定
が
Ｕ
Ｒ
に
有
利

な
恣
意
的
な
査
定
を
し
た
上
で
「
多
額
費
用
を
掛
け

て
の
（
公
平
な
）
鑑
定
の
必
要
は
無
い
」「
裁
判
に
備

え
て…

、
裁
判
に
な
っ
て
か
ら
で
も
よ
い
」
と
刹
那

的
な
事
ば
か
り
言
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｕ
Ｒ
が
収
益
最
大
化
に
走
る
原
因
は
、
政
府
資
金

が
高
金
利
な
為
で
す
。
２
０
１
４
年
度
の
利
払
い
は

１
６
８
２
億
円
、
年
利
１
・
５
２
６
％
（
２
０
１
３

年
度
は
１
８
１
５
億
円
、
年
利
１
・
６
８
２
％
）
政

府
に
支
払
っ
て
い
ま
す
。
今
の
時
代
に
考
え
ら
れ
な

い
高
金
利
で
す
。

法
律
や
国
会
決
議
を
守
ら
な
い
Ｕ
Ｒ

　
機
構
法
制
定
、
衆
議
院
付
帯
決
議
第
４
項
（
２
０

０
３
年
５
月
14
日
）
で
は
「
居
住
者
に
十
分
な
配
慮
、

特
に
高
齢
者
、
低
所
得
者
に
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
よ
う
十
分
な
配
慮
を
」
と
決
議
し
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
は
前
述
の
通
り
、
こ
の
決
議
を
守
ら
な
い
構
え

で
す
。

　
機
構
法
25
条
の
中
に
は
「
家
賃
の
減
免
」
条
項
を

設
け
て
い
ま
す
。
国
、
地
方
自
治
体
は
、
憲
法
25
条

（
生
存
権
）
に
基
づ
き
弱
者
救
済
の
「
家
賃
補
助
、

減
免
」
は
住
宅
政
策
に
必
要
な
政
策
で
す
。
こ
の
考

え
の
通
り
国
民
の
権
利
と
し
て
公
共
住
宅
に
ふ
さ
わ

し
い
家
賃
制
度
の
確
立
を
要
求
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

家
賃

問
題

安
心
し
て
住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
　  

公
共
住
宅

現行の家賃水準について居住者の意見

平成27年7月、UR都市機構が実施した「家賃改定
ルールの見直し」の意見等募集の集計結果より転載

周辺相場と比して自分の
住宅は高いので引き下げて

ほしい・値上げ反対
　5.7%

自分の家賃水準は
妥当だと考えている
0.4%

設
備
水
準
か
ら
自
分
の
住
宅
は

高
い
の
で
引
き
下
げ
て
ほ
し
い

・値
上
げ
反
対　
14･

７
％

自
分
は
他
の
居
住
者
よ
り
も
高
い

家
賃
を
払
っ
て
い
る
の
で
不
公
平
だ

・引
き
下
げ
て
ほ
し
い　
０・９
％

収入を年金等に頼り、生活が
苦しいので引き下げてほしい

・値上げ反対　78.2%

？

家賃値上げ反対・高家賃引き下げ
安心して住み続けられる家賃制度に

みんなで参加しましょう！
12月3日　午前11時
ピーコックストア前集合！

日時：12月3日（木）12時30分　場所：日本教育会館
主催：全国公団住宅自治会協議会

全国公団住宅居住者
総決起集会

は 

す
み

・

・



　
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
。
10

月
25
日
（
日
）
今
年
も
秋
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
若
竹

太
鼓
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
景

気
よ
く
始
ま
り
、
午
前
10
時

か
ら
午
後
２
時
ま
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
17

店
舗
、
写
真
展
示
、
絵
画
、

折
り
紙
講
習
が
あ
り
、
自
治

会
か
ら
は
好
評
の
「
き
の
こ

汁
」「
ふ
か
し
サ
ツ
マ
イ
モ
」

を
販
売
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
か

ら
は
「
焼
き
鳥
」「
缶
ビ
ー

ル
」
等
を
販
売
。
ま
た
、
ゲ

ー
ム
で
は
、
射
的
や
輪
投
げ

な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
イ
ン
ド
の
可
愛
い
子
ど

も
達
の
舞
踏
が
あ
り
、
会
場

か
ら
万
来
の
拍
手
を
浴
び
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

（4）2015年（平成27年）11月22日（日） 第274号

　9月
  3日　夏期パトロール反省会
  4日　国会要請集会
  5日　第2回大島北部まつり実行委員会　　　

第6回幹事会
11日　第6回棟代表者会議
12日　大島北部カラオケ大会
13日　大島地区区民まつりパレード他
15日　伝言ダイヤル訓練
17日　総合防災訓練中央町会との打合わせ　

大島地区自治会連合会常任理事会
18日　国勢調査第2回会議
19日　ろくだんカフェ
20日　青空市例会
21～30日　全国交通安全運動

28日　玄関ドア・排水管・ベランダ隔板塗装
工事6号棟説明　　　　　　　　　　　
広報部会

29日　青少年・文化部会
　10月
  3日　ろくだんカフェ　　　　　　　　　　

第7回幹事会
  6日　東京23区自治協東・城北ブロック会議
10日　東京23区自治協団地代表者会議　　　

第7回棟代表者会議
17日　ろくだんカフェ
18日　大島地区自治会連合会40周年記念バス

ハイキング
25日　秋のフェスティバル
26日　広報部会

JSタイアップリフォーム価格表（一例です、詳しくはチラシをご覧ください）

　今年も住宅内のリフォーム事業に取り組みます。今回も修繕相談会が実
施されることになりました。住宅内での修繕の相談をしてください。ポスタ
ー･チラシでお知らせします。
※期間中にお申込の方に限り、キャンペーンメニューの出張費は無料にな
ります。（年内完了します）

JSとのタイアップ
キャンペーンのお知らせ
JSとのタイアップ

キャンペーンのお知らせ

 　　 リフォームメニュー 当社通常価格 特別価格　 模様替
  （工事費・消費税込）   （工事費・消費税込） 申請
　 安全手すりの取付（浴室） 20,200円 19,200円 必要
　 安全手すりの取付（トイレ） 19,100円 18,100円 必要
 トイレ床の段差解消 78,700円 78,000円 必要１　　　　　（一部不可）※
　 浴室床の段差軽減 58,400円 55,400円 必要 　　　　　（一部不可）※
　（一部不可）※お部屋のタイプによって施工できない場合があります。
　 補助錠の設置 30,400円 26,100円 必要 （CP認定型/耐震丁番対応）２ ビニールクロスの張替 1,690円/㎡ 1,520円/㎡ 必要
　 和室の洋室化（6帖間） 175,000円 168,000円 必要
　 ①洗浄便座 36,300円 30,900円 必要 　（INAX CW-H428-SP） 
　 ②便座＋タンク（手洗無） 90,400円 73,000円
　 ③便座＋タンク（手洗付） 92,900円 74,000円
３ ④便座＋タンク（手洗付）
 　＋洗浄便座 129,000円 104,000円 必要
 　（INAX CW-H428-SP）
　 ⑤狭小型便器用洗浄便座 48,000円 46,500円 必要 　（INAX CW-KS220-JS）
 LED照明器具 21,000円 19,000円
4　 　（～6畳　調光・調色） LED照明器具 24,800円 22,800円 　　（～8畳　調光・調色）
★その他いろいろありますのでご相談ください。
★クロス・洋室化工事等は別途家具移動費がかかります。（家具移動費
　は下見の際にご提示します。）
★洗浄便座は、お部屋のタイプにより設置出来ない場合があります。

◆申込期間　11月28日（土）～12月9日（水）まで
◆申込場所　JS東京東支店　電話：03-5653-2131　
　　　　　　月曜～土曜（日曜・祝日を除く）、午前9時～午後5時
※都市機構への模様替え申請等が必要な場合があります。（申請の手続
　きは日本総合住生活（株）がお手伝いします）

31日　2号棟を良くする会
　11月
  7日　ろくだんカフェ　　　　　　　　　　　

第8回幹事会
  8日　総合防災訓練
  9日　広報部会
14日　第8回棟代表者会議
15日　一斉清掃デー
21日　ろくだんカフェ

　自転車の信号無視、逆走がありました。車両
事故の３割が自転車事故。「自分さえ良ければ」
その行為が思わぬ事故や周囲の迷惑に。
　みんなで守ろう自転車ルール！

　
原
則
と
し
て
60
歳
以
上
の
方
で
す

が
、
お
一
人
暮
ら
し
の
方
、
身
体
が

ご
不
自
由
な
方
、
ご
病
気
の
方
、

日
々
不
安
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
方
等

に
ご
登
録
い
た
だ
き
、
緊
急
事
態
に

応
じ
て
関
係
者
に
知
ら
せ
る
制
度
で

す
。こ

の
カ
ー
ド
に
登
録
す
る
と
緊

急
事
態
に
都
市
機
構
等
が
、
カ

ー
ド
連
絡
先
に
速
や
か
に
連
絡

す
る
も
の
で
す
。

●
申
し
込
み
先
は

大
島
六
丁
目
団
地

　
　
　
　
　
管
理
サ
ー
ビ
ス
事
務
所

電
話
０
３
（
３
６
８
５
）
７
６
６
４

営
業
時
間　
９
時
30
分
〜
17
時

（
休
日
）
水
、
日
、
祝
日

登
録
受
付
し
ま
す
!!

「
あ
ん
し
ん
登
録
カ
ー
ド
」

（
任
意
登
録
）

登
録
の
お
知
ら
せ
！

秋
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

秋
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

秋
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　　☆修繕相談会
　　　日時　11月28日（土）　10：00～12：00
　　　場所　3号棟集会所
　　・お住まいのトラブルの修繕方法
　　　介護保険給付を利用した修繕（手すり設置、段差解消など）
　★包丁研ぎ（無料・お一人様2本まで）3号棟集会所前
　　☆物品販売
　　　日時　11月28日（土）～12月9日（水）
　　　場所　大島6丁目団地自治会事務所　
　　　品物　浴室排水目皿・浴室排水ワン・浴室排水スノコ
　　　　　　・浴室灯グローブ

秋の交通安全実施９月21日～30日


